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５
月
22
日
、
29
日
に
第
２
回
秋
ま
き
小

麦
青
空
教
室
が
各
集
団
の
代
表
圃
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
回
目
は
両
日
と
も

天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
、
止
葉
期
追

肥
と
赤
か
び
病
防
除
に
つ
い
て
、
ホ
ク
レ

ン
原
料
所
よ
り
、
て
ん
菜
定
植
後
の
圃
場

管
理
に
つ
い
て
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
５

月
15
日
時
点
で
、
茎
数
は
平
年
よ
り
多
く

推
移
し
て
い
る
こ
と
の
報
告
や
、
止
葉
期

の
追
肥
へ
の
注
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
質

疑
に
は
、
１
回
目
の
防
除
時
期
、
赤
さ
び
・

葉
枯
病
の
発
生
・
感
染
時
期
、
除
草
剤
散

布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
麦
の
防
除
で
の
薬
剤

の
使
い
方
、
ふ
枯
病
の
詳
細
、
て
ん
菜
の

防
除
方
法
、
褐
斑
病
防
除
の
助
成
金
に
つ

い
て
等
の
質
問
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

　７月 10日と 12日にヘリ防除が実施されまし
た。７月 12日には麦・イモ合わせて約 79ha
の防除が完了致しました。メーカーや担当の皆
さん、早朝からありがとうございました。

農作業フォトギャラリー

玉葱植付け　７集団田村氏 大豆蒔き付け　7集団熊谷氏

ヘリコプター防除

１
０
３
戸
が
出
席

第
２
回
秋
ま
き
小
麦
青
空
教
室

茎数の計測



●
試
験
圃
情
報

3 組合だより　2018.7

育
お
よ
び
生
産
性
試
験
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
５
月
７
日
に
圃
場
を
設
置

し
、
現
在
経
過
観
察
と
生
育
調
査
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
畜
産
課
で
は
、
で
ん
原
馬
鈴

し
ょ
「
パ
ー
ル
ス
タ
ー
チ
」
の
品
種

特
性
お
よ
び
生
産
性
試
験
と
「
コ
ナ

ユ
タ
カ
」
の
切
片
重
の
差
に
よ
る
生

　

５
月
17
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
４

月
採
用
の
新
人
４
名
が
営
農
実
習
に
伺

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
８
集
団
の
市
橋
安
秀
氏
、

黒
田
義
公
氏
の
も
と
で
長
い
も
の
植
付

け
作
業
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
約
４

日
間
、
組
合
員
さ
ん
の
仕
事
を
学
ぶ
た

め
に
慣
れ
な
い
農
作
業
に
打
ち
込
み
ま

し
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
、
改
め
て
組

合
員
さ
ん
の
仕
事
の
大
変
さ
を
体
感
し

た
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

＊
お
忙
し
い
中
実
習
を
受
け
入
れ
て
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
採
用
職
員
営
農
実
習

４
月
採
用
職
員
営
農
実
習

組
合
員
さ
ん
の
仕
事
を
体
験

で
ん
原
馬
鈴
し
ょ
の
試
験
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

等間隔に植付け

寒い中での作業となりました

力仕事はまかせてください！

黙々と作業

同
じ
体
勢
を
続
け

る
の
で
腰
が
痛
く

な
り
ま
し
た
。

貴重な体験と
なりました。 普段できない

体験ができ、
楽しかったです。
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★
酪
農
３
組
織
組
合
総
会

　

４
月
25
日
、
酪
農
組
合
、
乳
牛
検
定
組
合
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
合
同
総
会

が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
組
合
長
で
あ
る
前
中
康
男
氏
の
開
会
宣
言
に
よ
り
開
会
。

議
長
に
は
岡
崎
酪
農
組
合
長
が
選
任
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

●
酪
農
組
合

議
案
第
１
号　
『
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
』

議
案
第
２
号　
『
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
の
承
認
に
つ
い
て
』

議
案
第
３
号　
『
平
成
30
年
度
賦
課
金
の
賦
課
並
び
に
徴
収
に
つ
い
て
』
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
質
疑
な
く
全
て
の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
乳
牛
検
定
組
合

議
案
第
１
号　
『
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
書
並
び
に
貸
借
対
照
表
、
借
受
勘

定
及
び
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
』

議
案
第
２
号　
『
平
成
30
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
』

議
案
第
３
号　
『
平
成
30
年
度
組
合
員
負
担
金
の
負
担
基
準
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
』

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
な
く
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

議
案
第
１
号　
『
平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
並
び
に
収

支
決
算
書
及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
』

議
案
第
２
号　
『
平
成
30
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
』

議
案
第
３
号　
『
年
会
費
の
徴
収
に
つ
い
て
』

議
案
第
４
号　
『
特
別
賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て
』
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
組
合
の
ヘ
ル
パ
ー
要
因
増
員
に
つ
い
て
、

今
年
１
年
を
か
け
て
要
因
確
保
を
進
め
た
い
旨
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
他
、
質
疑
な
く
承
認
さ
れ
、
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

★
平
成
30
年
度
役
員

・
酪
農
組
合　

組
合
長　

岡
崎　

政
之

・
乳
牛
検
定
組
合　

組
合
長　

佐
藤　

繁
雄

・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合　

組
合
長　

前
中　

康
男

★
和
牛
生
産
改
良
組
合
総
会

　

４
月
19
日
、
和
牛
生
産
改
良
組
合
の
総
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

澤
田
組
合
長
が
開
会
宣
言
と
議
長
を
務
め
、
議
案
第
１
号
『
平
成
29
年
度
経
過
報

告
並
び
に
収
支
決
算
書
に
つ
い
て
』
議
案
第
２
号
『
平
成
30
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
』
議
案
第
３
号
『
平
成
30
年
度
会
費
（
改
良
組
合
・
黒
毛
特

別
会
計
）
並
び
に
徴
収
方
法
に
つ
い
て
』
議
案
第
４
号
『
Ｊ
Ｈ
北
海
道
黒
毛
後
代
検

定
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
』
議
案
第
５
号
『
肉
用
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
利
用
し
た

自
家
保
留
に
つ
い
て
』
審
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑

に
は
、
支
出
額
に
つ
い
て
の
質
問
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

拍
手
を
以
っ
て
了
承
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
役
員

・
組
合
長　

澤
田　

篤
史

・
副
組
合
長　

橋
本　

秀
一㈱

前
中
牧
場
が
受
賞

　

第
８
営
農
集
団
㈱
前
中
牧
場
で
は
平
成
29
年
度
生
乳
生

産
に
お
い
て
、
生
乳
検
査
成
績
平
均
が
生
菌
数
０
・
２
万

（
町
内
平
均
０
・
２
万
）、
体
細
胞
１
６
・
３
万
（
町
内
平
均

１
６
・
９
万
）
と
乳
質
が
非
常
に
高
く
、
衛
生
的
乳
質
の
選
抜
基
準
を
満
た
し
、

北
見
管
内
乳
質
改
善
対
象
乳
質
選
抜
条
件
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

〈
選
抜
条
件
〉

○
平
成
29
年
度
乳
質
成
績
（
平
成
29
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月
）

○
36
旬
検
査
を
行
っ
た
生
産
者
（
事
故
対
象
者
は
除
く
）

○
36
旬
検
査
に
お
い
て
生
菌
数
１
・
４
万
以
下
・
体
細
胞
20
・
９
万
以
下
を
全

て
の
旬
で
満
た
し
て
い
る
生
産
者

各組織等 総会報告

澤田組合長より挨拶

平
成
29
年
度
北
見
管
内
乳
質
改
善
協
議
会

乳
質
改
善
対
象
乳
質
選
抜
条
件
大
賞
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４
月
24
日
に
札
弦
、
25
日
に
緑
で
毎
年
恒

例
の
資
材
セ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
両
日
と
も
強
風
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
開
催
直
後
か
ら
お
客
様
が
集
ま

り
ま
し
た
。
毎
年
来
て
頂
い
て
い
る
顔
な
じ

み
の
方
が
多
く
、
現
場
の
職
員
と
購
入
品
に

つ
い
て
話
し
た
り
資
材
の
相
談
を
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
「
今
年
は
風
が
強
い
ね
ぇ
」

と
言
わ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

今
年
も
札
弦
・
緑
地
区
の
方
々
に
活
用
し
て

頂
け
た
よ
う
で
す
。

風
に
も
負
け
ず
！

　

札
弦
・
緑
資
材
セ
ー
ル

　

６
月
26
日
、
神
威
麦
作
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
回
収
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
回
収
で
は
、
受
入
戸
数
１
４
９

戸
（
昨
年
１
５
５
戸
）
か
ら
、
農
ビ
ニ
ー
ル
・
農

ポ
リ
６
３
、１
５
０
㎏
、
長
芋
ネ
ッ
ト
９
、１
０
０

㎏
、
総
重
量
で
７
２
、２
５
０
㎏
を
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
入
戸
数
は
昨
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
回
収

量
は
多
く
推
移
し
て
お
り
、
組
合
員
各
位
の
リ
サ

イ
ク
ル
意
識
の
高
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た

ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

★
廃
プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル 

⎜

今
年
も
多
く
の
廃
プ
ラ
が
集
ま
り
ま
し
た

続々と搬入 お客さんは開始直後に集中していました

り
、
清
里
産
の
牡
丹
そ
ば
を
使
っ
た

そ
ば
打
ち
実
演
で
参
加
者
も
そ
ば
打

ち
を
体
験
。
子
ど
も
た
ち
は
生
地
を

捏
ね
た
り
、
麺
棒
で
伸
ば
し
た
り
す

る
作
業
に
興
味
を
持
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
実
演
後
に
は
、
Ｊ
Ａ
よ

り
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
長
い
も

等
の
食
材
を
乗
せ
た
ぶ
っ
か
け
そ
ば

や
、
そ
ば
い
な
り
、
そ
ば
か
り
ん
と

う
、
そ
ば
味
噌
、
そ
ば
ク
レ
ー
プ
と

い
っ
た
ア
レ
ン
ジ
料
理
が
振
舞
わ
れ
、

参
加
者
の
お
な
か
を
満
た
し
ま
し
た
。

　

６
月
12
日
、
三
浦
和
春
氏
に
よ
る

『
手
打
ち
そ
ば
の
実
演
＆
試
食
会
』

が
、
清
里
町
生
涯
学
習
総
合
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
浦

氏
は
、
北
海
道
１
５
０
年
事
業
「
北

海
道
み
ら
い
事
業
」
認
定
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
松
浦
武
四
郎
の
足
跡
を
巡
る

〜
に
お
い
て
北
海
道
一
周
の
徒
歩
踏

破
を
実
施
し
て
お
り
、
本
イ
ベ
ン
ト

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
地

元
食
材
を
使
っ
た
交
流
と
地
産
地
消

啓
発
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
約
50
名
に
の
ぼ

「
北
海
道
み
ら
い
事
業
」
認
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

〜
地
元
食
材
を
使
っ
た
交
流
と
地
産
地
消
啓
発
〜

Ｊ
Ａ
も
食
材
提
供
で
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

初めてそば打ちをする子も楽しく体験

なかなか三浦氏のようにはできません…



6

第
３
回
畑
の
キ
ッ
チ
ン
開
催

ス
イ
ー
ツ
に
負
け
な
い
た
く
さ
ん
の
あ
ま
〜
い
笑
顔

ま
し
た
。
最
後
に
自
分
た
ち
で
作
っ
た

ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
、子
ど
も
た
ち
は「
パ

ン
ケ
ー
キ
が
美
味
し
か
っ
た
」「
初
め

て
き
な
こ
を
食
べ
た
！
」「
お
団
子
が

も
ち
も
ち
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
も
参
加
者
親
子
に
は
楽
し
ん
で
頂

け
た
よ
う
で
、
終
始
笑
顔
に
溢
れ
た
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

育
や
加
工
物
に
つ
い
て
勉
強
し
て
も
ら

い
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
と
い
っ

た
様
子
で
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
料

理
教
室
で
は
女
性
部
に
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
パ
ン
ケ
ー
キ
と
長
い
も
白
玉
団

子
の
お
汁
粉
と
き
な
こ
も
ち
作
り
に
挑

戦
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
器
用
に
パ

ン
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

り
、
団
子
を
丸
め
た
り
と
作
業
し
て
い

　

畑
の
キ
ッ
チ
ン
が
７
月
８
日
、
プ
ラ

ネ
ッ
ト
97
に
て
、
親
子
13
組
（
36
名
）

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
清
里
町
産
の
豆
を
テ
ー
マ
に

食
の
学
習
を
行
い
、
料
理
教
室
で
は
町

産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ス
イ
ー

ツ
作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
食
の
学
習

で
は
、
青
年
部
が
本
物
の
豆
や
ク
イ
ズ

を
使
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
豆
の
生
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６
月
19
日
、

Ｊ
Ａ
清
里
町
女

性
部
（
菅
原
み

き
部
長
）
は
清

里
町
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
て
Ｊ
Ａ
清
里

町
女
性
部
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
、
今
年
は
第
10
営
農
集
団

石
井
桃
子
さ
ん
の
選
手
宣
誓
で

開
幕
し
ま
し
た
。

　

新
競
技『
早
着
替
え
リ
レ
ー
』

で
は
、
農
作
業
で
使
う
帽
子
・

ヤ
ッ
ケ
・
腕
抜
き
を
“
た
す
き
”

の
代
わ
り
に
し
、
チ
ー
ム
対
抗

の
リ
レ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

普
段
着
慣
れ
た
作
業
着
な
だ
け

あ
っ
て
、
皆
さ
ん
着
る
の
が
早

か
っ
た
で
す
が
、
リ
レ
ー
と
な

る
と
皆
さ
ん
気
が
焦
る
よ
う
で
、

チ
ャ
ッ
ク
を
す
ん
な
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
帽
子
の
結
び

目
を
上
手
に
結
べ
な
か
っ
た
り

と
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、『
運
は
天
ま
か
せ
』、

『
じ
ゃ
ん
け
ん
サ
ッ
カ
ー
』、『
玉
入
れ
』、

『
坊
ち
ゃ
ん
・
嬢
ち
ゃ
ん
』、『
何
色
が

お
好
き
』、『
パ
ン
食
い
競
走
』『
か
ぼ

ち
ゃ
の
収
穫
』
と
い
っ
た
競
技
が
行
わ

れ
、
来
賓
の
Ｊ
Ａ
清
里
町
三
上
専
務
理

事
、
櫛
引
町
長
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
榮
田
支
所
長
、
農
民
連
盟
二
俣
委

員
長
に
も
、『
じ
ゃ
ん
け
ん
サ
ッ
カ
ー
』

『
何
色
が
お
好
き
』『
パ
ン
食
い
競
走
』

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
白
チ
ー
ム
と
青
チ
ー
ム
が

同
点
、
じ
ゃ
ん
け
ん
に
よ
る
決
勝
で
青

チ
ー
ム
が
優
勝
と
な
り
、Ｍ
Ｖ
Ｐ
は『
玉

入
れ
』
で
圧
巻
の
連
携
プ
レ
ー
を
魅
せ

た
黄
色
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

怪
我
な
く
終
了
し
、
気
分
転
換
と
体
力

づ
く
り
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

★
総
合
結
果

優　

勝　

青
チ
ー
ム
（
１
・
９
集
団
）

第
２
位　

白
チ
ー
ム
（
２
・
３
・
７
集
団
）

第
３
位　

黄
チ
ー
ム
（
４
・
５
・
10
集
団
）

第
４
位　

赤
チ
ー
ム
（
６
・
８
集
団
）

「
日
常
か
ら
少
し
離
れ
て
、
競
い
あ
い
、
笑
い
あ
い
、
親
睦
を
深
め
る
」

第17回ＪＡ清里町女性部スポーツレクリエーション

選手宣誓
第 10営農集団・石井桃子さん

『かぼちゃの収穫』

『天は運まかせ』

『坊ちゃん・嬢ちゃん』最後は全員で『じゃがいも踊り・清里音頭』

『玉入れ』

『パン食い競争』

『運は天まかせ』

『じゃんけんサッカー』

『早着替えリレー』
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５
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
斜
里
町
、
Ｊ
Ａ
こ

し
み
ず
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
の
３
Ｊ
Ａ
と
ホ

ク
レ
ン
北
見
支
所
の
全
４
チ
ー
ム
に
よ

る
野
球
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
睦
と
健
康
推
進
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
本
大
会
、
今
年
は
斜
里

町
町
営
球
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
開
始
直
後
は
あ
い
に
く
の
雨
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
４
チ
ー
ム
に
よ
る

白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
Ｊ
Ａ
に
入
っ
た
新
人
職
員
も

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
ち
、
奮
闘
し

ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
新
人
を
交
え
て
組
織
間
の
親
睦
を

深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た

３
Ｊ
Ａ
親
睦
野
球
大
会
開
催

優
勝
に
輝
い
た
の
は

　

２
年
連
続

　
　

Ｊ
Ａ
こ
し
み
ず

　

６
月
３
日
、
雄
武
町
農
村
広
場
野
球

場
に
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
野
球
部
も
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。
対
戦
相
手
は
Ｊ
Ａ
北

オ
ホ
ー
ツ
ク
、
序
盤
は
好
調
な
試
合
運

び
で
し
た
が
、
７
回
表
で
同
点
、
延
長

戦
の
結
果
逆
転
さ
れ
、
悔
し
く
も
敗
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
２
回
戦
進
出
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
全
員
が
怪
我
な
く
無
事

に
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
度
は
成
績
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
野
球
部
一
同
励
ん
で
参

り
ま
す
。

　

６
月
15
日
、
清
里
町

農
協
青
年
部
ミ
ニ
バ

レ
ー
大
会
が
、
清
里
町

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
雨
天
の
た
め
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら
競

技
が
変
更
と
な
り
ま
し

た
が
、
各
支
部
の
青
年

部
員
チ
ー
ム
の
他
、
営

農
集
団
長
・
ホ
ク
レ
ン

合
同
、
農
業
委
員
会
、

農
民
連
盟
、
農
協
役
職

員
の
10
チ
ー
ム
が
参
加
、

大
変
賑
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

優
勝
に
輝
い
た
の

は
青
年
部
員
チ
ー
ム

の
「
モ
ジ
ャ
ー
ズ
」
で
、

賞
状
と
優
勝
旗
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

延長戦の
果てに
逆転許す

オホーツクＪＡ
野球大会

青
年
部
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
開
催

飛
ん
で
・
防
い
で
・
拾
っ
て
・
打
っ
て
！

　

例
年
Ｊ
Ａ
か
ら
も
役
職
員
で
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
青
年
部
と
関
係
機

関
が
交
流
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

ブロック!
!
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以
前
よ
り
も
サ
イ
ト
内
の
表
示

が
シ
ン
プ
ル
に
な
り
、
各
種
項
目

が
見
や
す
く
改
善
致
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
新
た
に

Ｊ
Ａ
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ア
カ

ウ
ン
ト
と
も
リ
ン
ク
し
、
新
鮮
な

情
報
が
ど
し
ど
し
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合

員
専
用
の
ペ
ー
ジ
も
設
置
さ
れ
、

営
農
支
援
情
報
、
計
画
書
・
各
取

り
ま
と
め
の
様
式
が
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
ペ
ー

ジ
か
ら
は
ス
ペ
ー
ス
ア
グ
リ
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
へ
も

ジ
ャ
ン
プ
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
清
里
切
麦
と

長
い
も
の
ネ
ッ
ト
販
売
は
、
ホ
ク

レ
ン
グ
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
町
外
・
道
外
の
方
に
も
購
入
し

て
頂
き
や
す
い
環
境
を
整
備
中
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ご
訪
問
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

清
里
生
う
ど
ん
（
細
切
）

　

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
丁
目

銀
座
三
越
店
９
階
「
み
の
る
食

堂
」
で
、
清
里
生
う
ど
ん
（
細

切
：
別
名　

生
ひ
や
む
ぎ
）
を

使
用
し
た
“
ゆ
ず
塩
冷
や
し
細

麺
”
が
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
メ

ニ
ュ
ー
に
登
場
。
暑
い
東
京
で

は
、
と
て
も
好
評
と
の
こ
と
で

す
。
上
京
し
た
際
に
は
、
是
非

足
を
運
ん
で
ご
賞
味
頂
き
た
い

も
の
で
す
。

ホームページリニューアルのお知らせ♪

Ｊ
Ａ
清
里
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

さわやかな冷やし麺となって登場

全農の『みのる食堂』で
　メニュー化

　

６
月
30
日
ふ
れ
あ
い
広
場

に
て
、
第
３
回
北
海
道
清
里

「
樽
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
も
今
回
か
ら
協
力
団
体

と
し
て
地
元
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
当
Ｊ

Ａ
の
特
産
品
「
清
里
切
麦
」（
う
ど
ん
・
ひ

や
む
ぎ
・
ラ
ー
メ
ン
な
ど
５
種
類
）
の
試

食
販
売
を
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

反
応
は
上
々
で
、
近
年
あ
ま
り
地
元
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
広
く
地
元
町
民
の
皆
様
方
に
味
わ
っ

て
頂
け
る
絶
好
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
近

日
悪
天
候
が
続
く
中
で
、
参
加
者
皆
様
の

行
い
が
良
か
っ
た
せ
い
か
、
当
日
だ
け
は

何
故
か
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
日
差
し

が
強
く
と
て
も
暑
い
一
日
で
し
た
が
、
町

内
外
か
ら
も
大
勢
の
方
々
に
お
越
し
頂
き
、

盛
大
な
「
樽
祭
」
と
な
り
ま
し
た
。

久々の町内での試食販売

新ホームページは
こちらから↓

JA清里町も樽祭に参加協力
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が
進
む
と
同
時
に
離
農
も
進
む
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
正
組
合
員
も
、
70

歳
以
上
が
全
体
の
49
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

国
が
力
を
入
れ
て
い
る
農
業
法
人
は

増
え
て
は
い
る
も
の
の
、
全
体
の
割
合

と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
離
職
率
約

４
割
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
態
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
全
国

の
農
家
で
事
業
承
継
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

避
け
て
通
れ
な
い
事
業
継
承

　

事
業
継
承
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

組
織
の
財
産
や
人
材
、
権
利
、
義
務
を

受
け
継
ぐ
こ
と
。
農
業
法
人
で
も
、
集

落
営
農
組
合
、
個
人
経
営
で
も
、
全
て

の
経
営
体
で
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
名
義
を
変
更
す
れ
ば

済
む
わ
け
で
も
な
く
、
農
地
や
農
機
、

設
備
、
現
金
、
預
貯
金
な
ど
目
に
見
え

る
物
と
、
技
術
、
取
引
先
や
地
域
の
人

と
の
人
間
関
係
、
経
営
理
念
や
農
家
と

し
て
の
誇
り
な
ど
目
に
見
え
な
い
物
の

ど
ち
ら
も
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
に
限
ら
ず
、
全
て
の
経
営
体
の

選
択
肢
は
三
つ
あ
り
、
そ
れ
は
（
１
）

承
継（
継
ぐ
）、（
２
）売
却（
売
る
）、（
３
）

廃
業
（
畳
む
）
で
す
。
こ
れ
以
外
に
選

択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、
こ

の
決
断
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
背
景
に
は
、
そ
も
そ
も
ど
う
し
た
ら

農
業
経
営
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
か
と

い
っ
た
、
承
継
の
定
義
自
体
が
あ
い
ま

い
な
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

日
本
の
農
家
の
現
状

　

２
０
１
７
年
以
降
、
団
塊
世
代

（
１
９
４
７
〜
１
９
４
９
年
生
ま
れ
）

が
70
歳
を
向
か
え
、
一
気
に
世
代
交
替

日
本
の
農
業
と
事
業
承
継
に
つ
い
て
考
え
る

農業の事業承継
親子で考えよう

農業経営の継承について親子で話し合ったことはありますか。
継承について考えることは早ければ早いほど良いのです。

先延ばししても避けて通ることは出来ません。
この機会にしっかり考えましょう。

監修：全国農業協同組合連合会 耕種総合対策部 TAC推進課

https://www.zennoh.or.jp/tac/

【

】

【

】

親世代、子世代でよく聞く声

親世代

子世代

・子どもに話を切り出すタイミングがなくて……。
・こんなに厳しい農業を子に継がせるのは……。
・経営の話をするのが難しい。
・子どもに任せられるか、とにかく心配。
・何を教えればいいのか分からない。

・いつかは継がなければいけないんだろうけど、どうしよう。
・農科の子としてはいろいろ思うところもあるけれど……。
・親とは違う経営をしたい。でも、親にはかなわない。
・親はまだ元気そうだし、継ぐという覚悟が決まらない。
・話し合いをしても、いつもけんかになっちゃう。

　
父
親
が
倒
れ
て
か
ら
、
亡
く
な
っ
て
か

ら
、
で
は
遅
過
ぎ
ま
す
。「
親
と
話
し
合
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
す
る
前
に

話
し
合
い
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
通
帳
、
権
利
書
、
共
済
証
書
、
契
約
書
、

　
発
注
書
、
請
求
書
は
ど
こ
？

・
資
材
の
購
入
先
は
？
連
絡
先
は
？

・
機
械
の
鍵
は
ど
こ
？
ど
う
や
っ
て
エ
ン

　
ジ
ン
を
か
け
る
の
？

・
あ
の
田
ん
ぼ
は
誰
の
？
預
か
っ
て
い
る

　
の
？
　
い
つ
ま
で
？

・
借
金
が
あ
っ
た
。
知
ら
な
か
っ
た
。

・
お
金
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い

　
の
で
、
自
分
一
人
で
管
理
す
る
自
信
が

　
な
い
。

・
確
定
申
告
は
い
つ
ま
で
に
や
る
の
？
　

　
複
式
簿
記
っ
て
？

・
相
続
税
、
贈
与
税
っ
て
何
？

・
栽
培
だ
け
で
も
手
い
っ
ぱ
い
で
、
販
　

　
売
・
加
工
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

・
子
育
て
で
忙
し
く
て
奥
さ
ん
も
手
伝
っ

　
て
く
れ
な
い
し
…
…
。

・
消
防
団
も
地
域
の
祭
り
も
自
治
体
の
役

　
員
も
…
…
。

・
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
状
態
で
本

　
業
の
仕
事
を
や
り
な
が
ら
引
き
継
げ
る

　
の
か
？

・
種
ま
き
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。
収
穫
も

　
待
っ
て
く
れ
な
い
。

｛

｛

「
後
か
ら
」
で
は
家
族
が
困
る
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必
要
な
ら
第
三
者
の
協
力
を

　

事
業
承
継
は
親
が
元
気
な
う
ち
に
行

な
う
の
が
ベ
ス
ト
。
事
業
承
継
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、
実
は
「
今
す
ぐ
」
で
す
。

親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
子
が
後
を
継
ぐ

の
は
、
事
業
承
継
と
い
う
よ
り
相
続
で

す
。
考
え
方
も
根
本
的
に
違
い
、
受
け

身
に
な
り
が
ち
。
対
し
て
、
事
業
承
継

は
積
極
的
に
経
営
を
引
き
継
ぐ
と
い
う

意
思
の
表
れ
で
あ
り
、
能
動
的
。
事
業

（
農
業
）
に
取
り
組
む
や
る
気
も
違
っ

て
く
る
は
ず
で
す
。

　

と
は
い
え
、
い
ざ
事
業
承
継
の
話
に

な
る
と
親
と
子
で
は
関
係
が
近
過
ぎ
て
、

冷
静
に
話
が
進
ま
な
い
こ
と
っ
て
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
フ
ォ
ロ
ー
役

と
し
て
当
事
者
以
外
の
家
族
の
役
割
も

重
要
で
す
が
、
第
三
者
に
仲
介
し
て
も

ら
う
こ
と
も
お
勧
め
で
す
。
全
国
の
Ｊ

Ａ
で
も
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
地
域
農
業
の
担
い
手

に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
）
を
中
心
に
事

業
承
継
支
援
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

  

早
め
の
承
継
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

　

日
本
の
農
業
の
98
％
は
家
族
経
営
で

す
。
親
元
就
農
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

●
土
地
、
農
機
、
施
設
を
引
き
継
ぐ
こ

　

と
で
初
期
投
資
が
抑
え
ら
れ
る

●
栽
培
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
受

　

け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

●
親
が
築
い
た
顧
客
、
地
域
か
ら
の
信

　

頼
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
出
来
る

●
長
期
的
な
視
点
で
経
営
判
断
が
出
来
る

●
一
番
大
事
に
し
た
い
こ
と
（
経
営
理

　

念
、
存
在
意
義
や
誇
り
）
を
守
る
こ

　

と
が
で
き
る

●
周
囲
の
人
々
（
親
族
、
従
業
員
、
取

　

引
先
、
地
域
の
人
）
が
納
得
で
き
る

　

承
継
で
あ
る

　

農
業
経
営
の
可
能
性
も
膨
ら
み
ま
す
。
多

角
化
や
複
合
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
を

取
り
入
れ
る
な
ど
ベ
ン
チ
ャ
ー
的
チ
ャ
レ
ン

ジ
も
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
分
、

取
り
組
み
や
す
い
と
い
え
ま
す
。

【

】
【

】

事業継承ブックより引用、改変

『事業承継ブック』
～親子間の話し合いのきっかけに～

　２０１７年１月発行（ＪＡ全農）。
継ぐ側、継がれる側どちらからも事
業承継の内容や必要性が理解できる
よう「準備編」と「実践編」の２部
から構成されています。詳細は、お
近くのＪＡへお問い合わせください。

大
事
な
の
は
、

両
者
が
テ
ー
ブ
ル
に

着
く
と
こ
ろ
か
ら
。

ステップを踏んで 事業承継に取り組みましょう
事業承継は継ぐ側、継がせる側が意欲的に取り組んでこそスムーズに進むことが理
解できたでしょうか。そして実際に行動することが肝心です。

実践 !

親子で話し合う際のルールを作成し、
協力しながら承継を進める土台を共有しましょう。

話し合いのルールを確認する
ＳＴＥＰ

１

農業に限らず「家族のこと」「お金のこと」につい
て今後のライフプランを考えましょう。

ライフプランを立てる
ＳＴＥＰ

２ 

資産や労働力、機械装備に何があるかなど、
家の現在の農業経営の実態を知りましょう。経営や実態を把握する

ＳＴＥＰ

３

　「人」「物」「お金」「情報」「顧客」を承継するために、
具体的かつ実効性のある課題を考えましょう。

事業承継タスクを整理する
ＳＴＥＰ

４

　着実に事業承継を実行できるように、「いつまで
に」「何をするか」の 10年計画を立てましょう。事業承継計画を作成する

ＳＴＥＰ

５
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ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
係
る
夏
季
植
物
検

診
の
実
施
に
つ
い
て

３
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に
お
け
る
コ
ム

ギ
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
に
係
る
対
応
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

４
．
で
ん
粉
工
場
加
温
済
み
処
理
土
の

組
合
員
向
け
配
布
に
つ
い
て

５
．
コ
ン
バ
イ
ン
講
習
会
の
開
催
日
程

に
つ
い
て

６
．
平
成
30
年
度
コ
ン
バ
イ
ン
配
車
に

つ
い
て

７
．
ビ
ー
ト
用
ペ
ー
パ
ー
ポ
ッ
ト
分
離

不
良
対
応
に
つ
い
て 

８
．
中
斜
里
区
域
て
ん
菜
振
興
協
議
会

海
外
視
察
研
修
の
参
加
に
つ
い
て 

９
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事

業
の
実
施
内
容
の
報
告
に
つ
い
て

10
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て 

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
農
産
物
お

よ
び
特
用
作
物
等
作
況
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

議
案
第
２
号　
（
暫
定
）
平
成
31
年
度

主
要
農
作
物
指
標
面
積
の
設
定
に
つ
い

て議
案
第
３
号　

夏
季
懇
談
会
の
開
催
と

懇
談
事
項
に
つ
い
て

い
て

11
．
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
（
一
般

監
査
）
の
実
施
に
つ
い
て

12
．
経
営
定
期
点
検
（
4
月
期
）
の
実

施
結
果
に
つ
い
て

13
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
組
合
長
会
海
外

視
察
研
修
の
参
加
に
つ
い
て

14
．
青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

15
．
新
採
用
職
員
の
農
家
実
習
に
つ
い

て ■
監
査
講
評

１
．
平
成
30
年
度
5
月
末
監
査
講
評
に

つ
い
て

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
麦
作
セ
ン

タ
ー
の
操
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
30
年
度
麦
作
セ
ン

タ
ー
の
自
主
検
定
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

信
用
事
業
方
法
書
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

退
任
役
員
に
対
す
る
退

職
慰
労
金
の
支
給
方
法
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
30
年
度
農
作
物
作
付
実
測
の

集
約
に
つ
い
て

２
．
平
成
30
年
度
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ

期
賞
与
の
暫
定
支
給
に
つ
い
て　

協
議
事
項

１
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
ん
粉
工
場
整

理
統
合
の
経
過
に
つ
い
て

２
．
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立

に
向
け
た
組
織
討
議
に
つ
い
て

３
．
畑
作
・
青
果
対
策
の
樹
立
に
関
す

る
組
織
討
議
に
つ
い
て

４
．
清
泉
産
種
子
馬
鈴
薯
に
対
す
る
各

種
対
策
費
等
の
見
直
し
（
案
）
に
つ
い

て報
告
事
項

１
．
て
ん
菜
の
ル
ー
ル
等
を
め
ぐ
る
情

勢
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て 

２
．
平
成
29
年
産
原
料
て
ん
菜
の
特
別

対
策
に
つ
い
て

３
．
麦
を
め
ぐ
る
一
般
情
勢
に
つ
い
て

４
．
清
里
町
農
協
狩
猟
免
許
取
得
経
費

等
助
成
金
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

５
．
清
里
町
農
地
・
水
保
全
広
域
協
定

運
営
委
員
会
の
平
成
29
年
度
実
績
お
よ

び
平
成
30
年
度
計
画
に
つ
い
て　

６
．
秋
蒔
小
麦
の
冬
損
に
伴
う
転
作
状

況
に
つ
い
て

７
．
斜
里
郡
3
Ｊ
Ａ
種
子
麦
協
議
会
の

内
容
報
告
に
つ
い
て

８
．
3
月
9
日
暴
風
雨
被
害
に
係
る
農

地
災
害
復
旧
事
業
申
請
結
果
に
つ
い
て

９
．
平
成
30
年
度
固
定
資
産
取
得
お
よ

び
修
繕
費
の
価
格
交
渉
結
果
に
つ
い
て

10
．
平
成
30
肥
料
年
度
肥
料
価
格
に
つ

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
農
作
物
作

付
面
積
実
測
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

議
案
第
３
号　

平
成
29
年
度
Ｊ
Ａ
清
里

町
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に

つ
い
て

議
案
第
４
号　

退
任
役
員
に
対
す
る
退

職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

第
39
回
臨
時
総
会
の
開

催
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

平
成
30
年
度
役
員
道
外

視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

従
業
員
に
対
す
る
6
月

第
６
回 

５
月
28
日

第
７
回 

６
月
25
日

第
８
回 

７
月
11
日

理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を
　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します
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●
名　
　

前　

井い
の
う
え上　

拓た
く
や哉

●
生
年
月
日　

平
成
５
年
３
月
31
日

●
出
身
地　

斜
里
町

●
出
身
校　

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

●
趣
味
・
特
技　

音
楽
鑑
賞
・
サ
ッ
カ
ー

●
配
属
先　

営
農
部
農
畜
産
課

●
抱　
　

負

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
ご
迷
惑

を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
記
載
不
備
の
お
詫
び
■

　

前
回
発
行
の
組
合
だ
よ
り
№
３
４
７

（
５
月
号
）「
職
員
採
用
」
に
最
終
学
歴

が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

○
伊
藤　

渓
刀　
　

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

○
菊
池　

優
介　
　

札
幌
学
院
大
學

○
古
屋　

翔　
　
　

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

○
上
野　

史
遠　
　

北
海
道
武
蔵
女
子

　
　
　
　
　
　
　
　

短
期
大
学

協
議
事
項

１
．
で
ん
粉
工
場
整
理
・
統
合
に
係
る

意
見
集
約
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
29
年
産
原
料
て
ん
菜
代
金
の

本
精
算
払
い
（
64
万
ｔ
ま
で
）
に
つ
い

２
．
平
成
29
年
産
原
料
て
ん
菜
の
特
別

対
策
の
結
果
に
つ
い
て 

３
．
砂
糖
の
消
費
拡
大
対
策
の
実
施
に

つ
い
て

４
．
畑
作
・
青
果
対
策
の
確
立
に
向
け

た
平
成
31
年
度
農
業
予
算
概
算
要
求
に

関
す
る
政
策
提
案
に
つ
い
て

５
．
平
成
30
年
度
麦
作
セ
ン
タ
ー
自
主

検
定
委
員
の
選
任
結
果
に
つ
い
て

６
．
平
成
30
年
産
小
麦
の
品
位
係
数
の

考
え
方
に
つ
い
て

７
．
寄
付
金
の
支
出
に
つ
い
て

８
．
総
合
的
リ
ス
ク
量
管
理
の
状
況
報

告
に
つ
い
て

９
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
経
営
管
理
資
料
」
の
う
ち
、
全
中
お

よ
び
農
林
中
金
が
定
め
る
事
項
の
報
告

に
つ
い
て 

10
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」
に

つ
い
て

11
．
長
期
共
済
一
斉
推
進
の
結
果
に
つ

い
て

12
．
平
成
29
年
度
事
業
に
お
け
る
管
内

各
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
資
本
の
比
較
お
よ
び

当
Ｊ
Ａ
の
推
移
に
つ
い
て

組合員状況
〈平成 30年７月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 223名　（変動なし）
　 〃 　（法人） 12法人（変動なし）
准組合員（個人）1,313名　（６ 名 増）
〃 （法人） 0法人（変動なし）

　 〃 　（団体） 20団体（変動なし）
　 　（合計）1,568

★
新
規
採
用
職
員
を

  

　
　
　
ご
紹
介
し
ま
す

　

こ
の
度
、
清
里
町
農
業
・
農
協
の
基

盤
を
広
い
見
識
と
洞
察
力
で
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
た
だ
い
た
事
は
も
と
よ
り
、

農
業
技
術
・
組
合
員
指
導
に
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
熊
谷
信
行
前
専
務
よ
り
、

後
継
者
育
成
基
金
委
員
会
へ
篤
志
に
よ

り
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

「
農
業
後
継
者
の
育
成
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
お
心
に
添
え

る
よ
う
運
用
基
準
の
範
囲
内
で
農
業
後

継
者
（
青
年
部
・
女
性
部
）
の
専
門
教

育
や
学
校
・
施
設
へ
の
就
学
に
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
篤
志
に
よ
る
寄
贈

　
　
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
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発
行
／
清
里
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　

北
海
道
斜
里
郡
清
里
町
羽
衣
町
２
番
地
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編
集
／
組
合
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷
／
星
印
刷
工
業
株
式
会
社


